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欧州でのＬＰガス車の動き欧州でのＬＰガス車の動き

欧州ではＬＰガス車に対する理解が深まっている
１．排気ガスおよびＣＯ２排出規制の強化がデーゼルからガス体燃料への転換を後

押し。押し。
２．ＬＰガス車の車種も多様になっており、利用者の選択の範囲も広がっている。
３．ＬＰガス車の燃料供給システムもガソリン、デーゼルエンジンの技術開発に合わせ

進歩歩

自動車メーカーも利用者の要求に対応すべく
１．ＯＥＭ車の補償の維持
２．オートガス燃料供給システムへの改造バリエーションと改造品質の確保
３．エンジン性能の維持
４．ガソリン車、デーゼル車と比較した場合のランニングコストの低減
等に取り組んでいる状況。
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世界のオートガスの現況世界のオートガスの現況
世界のＬＰガス需要の約９％をオートガスが占めている。各国の状況は充填

所の整備・普及状況や政府の支援策により国により異なる。２０１２年には世所の整備 普及状況や政府の支援策により国により異なる。２０１２年には世
界で２３百万台のＬＰガス車が普及し、年１．４百万台のＬＰガス車が販売され
るとの予想がある。(Pick Research Report, Navigate 2014)

2013年
ＬＰガス需要(+2.8%)

265,268千㌧
千㌧7,217千㌧+

オートガス(+5.8%)
25,802千㌧
1 294千㌧1,294千㌧+

ＬＰガス車数(+6%)
24,911,465台
1 399 156台+1,399,156台+

充填所数(+3.9%)
70,933ヶ所
2 654ヶ所+2,654ヶ所+

WLPGA 2014統計
カッコ：対前年比較 4



世界のオートガスの現況世界のオートガスの現況

世界のオートガス需要量はこの10年間で約1 5倍に拡大（2013年25 802千㌧）

国 2012 2013

１ 韓国 4,103 3,987

世界のオ トガス需要量はこの10年間で約1.5倍に拡大（2013年25,802千㌧）

韓 , ,

２ ロシア 2,650 2,850

３ トルコ 2,695 2,727

４ タイ 1,061 1,775

５ ポーランド 1,600 1,575

６ イタリ 1 352 1 520６ イタリー 1,352 1,520

７ 日本 1,053 980

８ ウクライナ 724 821８ 724 821

９ オーストラリア 947    813

１０ 中国 631 730

WLPGA 2014 統計
単位：千㌧ 5



欧州のＬＰＧ車は増えている欧州のＬＰＧ車は増えている
2013年では欧州全体のＬＰガス車は1,670万台を超え、その台数は毎年確実

に伸びている 2012年 >2013年にかけ124万台の増加に伸びている。2012年->2013年にかけ124万台の増加。
ポーランドでは2012年->2013年にかけ135,000台の増加。
イタリーでは63,000台、スペインでは17,000台の増加である。
トルコでは285 000台の増加である 2020年では500 000台を超える増加が見トルコでは285,000台の増加である。2020年では500,000台を超える増加が見

込まれる。
背景には欧州における環境に関する規制強化と各国において石油の輸入を

抑える動きがあると言われている。抑える動きがあると言われている。
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欧州の排ガス規制（Euro 5 6)欧州の排ガス規制（Euro 5,6)
2007年に欧州委員会はRegulation(EC)No.715/2007により自動車排ガスの

規制強 象 な 排ガ 成 全炭 水素一層の規制強化に乗り出しました。 対象となる排ガス成分は全炭化水素
（THC）、非メタン系炭化水素（ＮＭＨＣ）、窒素酸化物（ＮＯｘ）、炭化水素（Ｈ
Ｃ）、一酸化炭素（ＣＯ）、粒子状物質（ＰＭ、ＰＮ）です。

Ｃｌａｓｓ

Ｅｕｒｏ ５ｂ＋の例 Ｅｕｒｏ ６

Ｍ、Ｎ１ Ｉ Ｍ、Ｎ１ Ｉ

Ｓ Ｉ ※ Ｃ Ｉ ※※ Ｓ Ｉ ※ Ｃ Ｉ ※※

ＴＨＣ mg/km 100 ー 100 ー

ＮＭＨＣ mg/km 68 ー 68 ー

ＮＯＸ mg/km 60 180 60 80

ＨＣ＋ＮＯＸ mg/km ー 230 ー 170

ＣＯ mg/km 1000 500 1000 500

ＰＭ mg/km 4 5 4 5 4 5 4 5ＰＭ mg/km 4.5 4.5 4.5 4.5

ＰＮ　※※※ ＃/km ー 6×10Exp11 6×10Exp11 6×10Exp11

※ Positive Ignition

※※ Compression Ignition

※※※ ＰＮは排気ガス中のＰＭの個数を示す

M: Passenger cars
N: Lorries & Vans

※※※ ＰＮは排気ガス中のＰＭの個数を示す。

6×10Exp11＝6掛ける10の11乗。Exp＝exponential function 
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欧州委員会によるCO2規制欧州委員会によるCO2規制

欧州委員会はRegulation(EC)No 443/2009により自動車排ガスの 層の規欧州委員会はRegulation(EC)No.443/2009により自動車排ガスの一層の規
制強化に乗り出しました。 欧州委員会は2014年4月、2013年に欧州市場で
販売された乗用車のCO2排出量は127g‐CO2/kmであり2015年目標を2年前
倒しで達成と発表しています倒しで達成と発表しています。

ガソリン車 ディーゼル車 ガソリン車 ディーゼル車
乗用車

２０１５年 ２０２１年

１３０ｇ-ＣＯ２/km ９５ｇ-ＣＯ２/km

ガソリン車 ディ ゼル車 ガソリン車 ディ ゼル車

ℓ５．６ /100km ℓ４．９ /100km ℓ４．１ /100km ℓ３．６ /100km

１７５ ＣＯ /k １４７ ＣＯ /k

２０１７年 ２０２０年

ガソリン車 ディーゼル車 ガソリン車 ディーゼル車

ℓ７．５ /100km ℓ６．６ /100km ℓ６．３ /100km ℓ５．５ /100km

１７５ｇ-ＣＯ２/km １４７ｇ-ＣＯ２/km
バン
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欧州委員会 テストサイクルの見直し欧州委員会、テストサイクルの見直し

現在欧州では２つのアプローチ
がありますがあります。

 燃費や排ガス計測の世界標
準でもある国際連合欧州経済準でもある国際連合欧州経済
委員会（ＧＲＰＥ）が進めている
ＷＬＴＣ（UN World Harmonized 
Light Vehicles Test Cycle) 及びLight Vehicles Test Cycle) 及び
ＷＬＴＰ(Procedures)

 排ガス量の測定を正確に計測
する事に重点を置いた欧州委する事に重点を置いた欧州委
員会が進めている方法です。
これはＲＤＥ（Real Driving 
Emissions)と呼ばれる計測方Emissions)と呼ばれる計測方

法で、公道走行により計測を
行うＰＥＭＳ（Portable Emission 
Measurement System)など 実際に走行時の自動車に取り付けられたＰＥＭＳy )など
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自動車メーカー（オペル等）の動向自動車メーカー（オペル等）の動向

 オペルはＧＭの２番目に大きいブランドであり、欧州では３番目に位置付番 、 番
けられています。乗用車と小型の営業車の設計、製造、販売を行っており
２０１３年では百万台を超える車を販売しています。

 ＬＰガス車(bi‐fuel)として１０種類のモデル（ＯＥＭ）を製造販売している。全
てＥＵＲＯ ６適合車です。

 イタリーではＬＰガス車販売ではフィアットに次ぎ２番目であり１４％のマー
ケットシェアーを占めています。更にイタリアでは、フィアット・クライスラー

プが ガ 売 極ウループがコンパクト車市場においてオートガスＯＥＭ車販売に積極的で
あることも挙げられます。

 その他フォードもVANやピックアップ車市場で積極的な動きに出ているとの
ことですことです。

この様に、自動車メーカーの積極的な展開が、ＬＰガス車の増加を支えている
大きな要因であるといえましょう。
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自動車メーカー（オペル等）の動向自動車メーカー（オペル等）の動向
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自動車メーカー（オペル等）の動向自動車メーカー（オペル等）の動向
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改造の動向改造の動向
改造費用は５～30万円程度

１．Ｐｒｉｎｓ
プリンスはＳＨＶエナジーのグループ会社でありＬＰＧ/ＣＮＧ車への改造

システム製造に２５年以上の経験を有し、世界で最初のＲ１１５認証（排
ガス 改造品質等が対象）を得ていますガス、改造品質等が対象）を得ています。

燃料供給システムはポート方式（PRI)から直噴方式（DI)にシフトしてき
ており、２０１５年までには９０％以上がＤＩ方式になるとのことです。
プリンス社のＤＩシステムは１０社以上の自動車メ カ から承認を得てプリンス社のＤＩシステムは１０社以上の自動車メーカーから承認を得て
います。
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改造の動向改造の動向
２．ＩＭＰＣＯ・ＢＲＣ

ＩＭＰＣＯ・ＢＲＣは改造システムのメーカーでありIMPCOは米国・カリフォルＩＭＰＣＯ ＢＲＣは改造システムのメ カ でありIMPCOは米国 カリフォル
ニア州に、ＢＲＣはイタリーに本社があります（両社は姉妹関係の会社）。
ＬＰガス車への改造はＢＲＣの工場で実施され、異なる自動車メーカーの
車を新車状態のまま改造しＯＥＭ車として納車しています。車を新車状態 まま改造 車 納車 ます。

改造費用：
①ポート方式（ＰＲＩ） ８００ユーロ（約11万円）
②直噴方式（ＤＩ） ２，０００ユーロ（約28万円）

ですが、直噴方式が主流になりつつあり、ここ数年で９０％以上になると
見られています。

ＢＲＣの改造主力工場であるイタリーのシェラスコ（Cherasco）工場では
キットを年間５００，０００セット製造しており、改造はシェラスコ（Cherasco)と
リボルノ(Livorno) 工場で行われています。

それぞれアセンブ ラインを ライン ラインを敷設していますそれぞれアセンブルラインを６ライン、１９ラインを敷設しています。
OEM車に加え改造品質は維持しつつ所謂アフターマーケットとの間に位置す
るＤＯＥＭ（Delayed Original Equipment Manufacturer)車も手掛けています。
いずれも自動車メ カ １０社以上の車を対象としていますいずれも自動車メーカー１０社以上の車を対象としています。
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改造の動向改造の動向
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改造の動向改造の動向

３．LANDI RENZO
社 ガLANDI RENZO社は世界のLPガスシステム、CNGシステムの３０％以

上のシェアを持っています。
１２の工場の年間改造能力は５００，０００台を超える。同社ではシステ

ムと車とのマ チング ＤＯＥＭ工場での改造 アフタ サ ビスの支援ムと車とのマッチング、ＤＯＥＭ工場での改造、アフターサービスの支援
を行っています。改造品質の維持向上には特に力を注いでいるようです。

４ 改造費用４．改造費用
IMPCO・BRCの改造費用は11～28万円ですが、ＡＹＧＡＺでは5万円程

度で改造が行われているようです（もちろんキットメーカーや工費によっ
ても異なるでしょうがても異なるでしょうが。

５．改造車、OEM車の競争力
タイでは改造車は約15,000kmが損益分岐点であり一般乗用車の1年,

間の走行距離に相当します。
イタリアでは損益分岐点は32,000kmでありこれは一般乗用車の2年弱

の走行距離に相当します。
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改造車 ＯＥＭ車の競争力改造車、ＯＥＭ車の競争力

2013年対ガソリン車の損益分岐 2013年対ガソリン車損益分岐点2013年対ガソリン車の損益分岐
点(走行距離km)と自動車用燃料
におけるオートガスの占有率
（WLPGA）

2013年対ガソリン車損益分岐点
（走行距離km) (WLPGA)

（WLPGA）
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ＬＰガス事業者の対応ＬＰガス事業者の対応

１．ＲＥＰＳＯＬ（スペイン）
社は ペイ に本部を置くグ バ ネ ギ 企業 ありＲＥＰＳＯＬ社はスペインに本部を置くグローバルエネルギー企業であり、

スペインのオートガス市場の開発に積極的に取り組んでいます。その為
にすでに自動車メーカーとの間で戦略的な協定を結んでいます。

①政府の支援を得る（補助金を得る、今はできていない）
②ＬＰガス車の幅広いモデルを市場に投入し、ドライバーの選択肢を

広げる広げる
③オートガスステーション網を充実させる
④ＬＰＧ車の認知度を高める
⑤他の自動車燃料に対し競争力ある価格のオートガスを提供する⑤他の自動車燃料に対し競争力ある価格のオ トガスを提供する
⑥2017年には20万台のＬＰガス車市場に

同社のイニシアチブによりスペインにおけるＬＰＧ車台数は２０１４年まで同社のイニシアチブによりスペインにおけるＬＰＧ車台数は２０１４年まで
に６倍となります。２年後には更に２倍となる見込みです。
20万台の50％は改造車、残りの50％はＯＥＭ車を見込んでいます。
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ＬＰガス事業者の対応ＬＰガス事業者の対応

社 描く ガ 車 台数 単位 台ＲＥＰＳＯＬ社の描くＬＰガス車の台数予測（単位：1,000台）
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ＬＰガス事業者の対応ＬＰガス事業者の対応

２．ＡＹＧＡＺ（トルコ）

ＡＹＧＡＺ社はトルコの最大のＬＰガス事業者で、また、トルコは世界最大のＬ
Ｐガス車普及国です。一般の人々のＬＰガス車に対する認識は、同社がメ
ディア等を活用するなどして全国規模のキャンペーンを繰り広げた結果、利
用者が抱いていたＬＰガス車に対する不安を解消するにいたったとのことで
す。

トルコの特徴は、自動車メーカーが補償･保証する改造が全国１，０００ヶ所
造 造を超える改造センターで行われていることです。また、６０を超える改造キット

のブランドがあります。ＯＥＭ車は全体の５％ですが増加の傾向にあります。
フィアット、ヒュンダイ、ルノーに加え日本車ではホンダもＯＥＭ車に参画して
いますいます。

①改造キット価格 トルコ製 ３７０€（約５.２万円）
イタリア製 ５５０～７５０€（約７.７～１０.５万円）
液噴方式 １ ５００€（約２１万円）液噴方式 １，５００€（約２１万円）
燃料タンク価格５５～７５€（約１万円）

②政府による補助金などのインセンティブは以前あったが現在は無い
③オートガス店頭価格の概ね５０％が税金③オ トガス店頭価格の概ね５０％が税金
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ＬＰガス事業者の対応ＬＰガス事業者の対応

トルコ オ トガス成功のポイントトルコ、オートガス成功のポイント
①競争力ある燃料価格・・・ガソリン対比65％を上回らない価格（リッター当たり）
②全国に張り巡らされた充填所網・・・10,089ヶ所 Aygazは1,500ヶ所
③オートガス品質とイメージ改善・・・ＥＮ５８９ メディア等コミュニケーション活動③オ トガス品質とイメ ジ改善・・・ＥＮ５８９、メディア等コミュニケ ション活動
④改造品質の信頼性向上・・・改造事業者の登録制度、全国1,000ヶ所以上
⑤ＯＥＭのＬＰガス車の普及・・・50%以上の消費者はブランドで、イメージも向上
⑥法整備のサポート・・・ＬＰガス車が地下駐車場に駐車可能へ 等⑥法整備のサポ ト ＬＰガス車が地下駐車場に駐車可能へ、等
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オートガス価格オートガス価格

LPG/Gasoline LPG/Diesel

 ･ /litre ･ /Mj  ･ /litre ･ /Mj  ･ /litre ･ /Mj  ･ /litre ･ /Mj

G 1 610 0 047 1 415 0 037 0 712 0 027 0 442 0 503

Gasoline Diesel LPG

Germany 1.610 0.047 1.415 0.037 0.712 0.027 0.442 0.503

Spain 1.409 0.041 1.319 0.034 0.764 0.029 0.542 0.579

France 1.479 0.043 1.283 0.033 0.864 0.033 0.584 0.673

Italy 1.793 0.053 1.667 0.043 0.732 0.028 0.408 0.439

Portugal 1.619 0.047 1.394 0.036 0.789 0.030 0.487 0.566

UK 1 634 0 048 1 686 0 044 0 862 0 033 0 528 0 511UK 1.634 0.048 1.686 0.044 0.862 0.033 0.528 0.511

Poland 1.208 0.035 1.182 0.031 0.566 0.022 0.469 0.479

Turkey 1.714 0.050 1.525 0.040 0.902 0.035 0.526 0.591

LPG:  26.2Mj/litre Diesel:  38.5Mj/litre Gasoline:  34.1Mj/litre

Sources:   Fuel Prices Europe (2014/9/18)
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まとめまとめ

以上のように 欧州では自動車メーカーがＬＰガス車両開発に前向きである以上のように、欧州では自動車メ カ がＬＰガス車両開発に前向きである
ことに加え、改造キットメーカーおよび改造会社の規模が大きく、我が国とは
全く事情が異なっています。特に欧州では、
■現在でこそ少なってきたが、国の支援があったこと■現在で そ少なってきたが、国の支援があった と
■改造が大工場の規模で行われていること（工場により数万台～十万台規

模）
■改造費用が安価なこと（５～３０万円程度）
■改造後のアフターメンテや補償･保証制度が整っていること
■対象とする自動車メーカーや対象車種が多岐にわたっていること
■自動車メーカーの積極的な取り組み
等々のことがいえます。
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米国米国

車 台 を使う米 ベ タ 会社車両3,200台 を使う米国のエレベーター会社

資源保存

クリーン 費用対効果

共通認識
約束
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